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を加用することで効果がより高い。

2 深耕すると土壌中のN H4の生成量は徐々におこ
なわれ,後半の稲体の窒素含有率を高める。また稲体の

N,P206,K20,Si02の 吸収量は明らかに高い。
3 深耕による土壌の変化を跡地土壌の分析結果より
みると,作上層の拡大のみならず, CE.Cを 高める。

また珪カル・熔燐加用によって置換性の塩基を高め,有

効態養分を増大している。

4 深耕の耕法差は生育ならびに収量とも反転耕が優
り,窒素の施用量が多いほと収量は高い。

5 要するに深耕はその耕法の差異と,土壊改良,施
肥法の調和をはかることによって効果が大きくなる。

圃場整 備水 田に対 す る施肥改善

佐々木 高 。田 口 喜久治
(秋 田県農試)

1ま え が き

水稲の生育収量は土壌の養分供給能 (物理的化学的)

に影響されるところが大きいが,圃場整備事業では一般

に作上の移動がおこり,も との性質とちがったものとな

り,また均一性に欠ける場合が認められる。このため新

しい作上の肥沃性に応じた施肥対策が要求されるが,こ

れには作上となる上の性質と水稲生育との関係が解明さ

れなければならない。これらの点について圃場整備地区

において実施した調査,試験より,主として地力窒素と

水稲生育,施肥法との関連について得た結果を報告す

る。

2_試 験 方 法

試験地 :山本郡八竜町,八郎潟北部に流入する小河川

の沖積地で構造改善事業による圃場整備地区内の切土田

の 2カ所とした。切土,盛土日の特徴は第 1表,第 2表

に示した。切土田では作±10～15“内外切上され,下層

に15鍬内外の砂層が介在する。盛土田は旧作土に更に作

土と鋤床の混入した土層が15Cπ位上積みされた表層は軟

弱でグライ化が著しい。化学性では盛上国が切土口に比

べて各項目とも大きい値を示しているが,風乾30℃ NH4
-N発生量では切土でも11″ /100′土壌の生成量がみら
れる。

層 断 面 (山本郡八竜町)土表第

層位 層厚 土 性 礫 腐植 祓 土  色 構造 組 織 斑 鉄 密度 塁 り 2-2

切 土 田

1

2

3

4

10C77

以下

LIC

LCoS
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HC

Ｆ

り

イ細
あ

//

なし

″

舗
洵
争
″

なし

//

//

//

75Y25/1

75Y5/1

25Y5/15

5Y5/2

なし

″

ク

//

なし

なし

Jヽ子しはらり

//

ぢ
根状あ

雲状あり

脈状含む
管状あり

脈状あり

18

16

11

中

弱

強

//

湿

//

//

//

+1

+1

+3

+3

盛 土 田

1

2

3

4

5

郎
３９
７０
９０
肝

LIC

LiC

HC

HC

HC

細イヽ円
あ り
細小円
含 む
なし

ク

//

富む

//

含む

あり

//

なし

//

ク

あり

なし

5Y3/15

75Y2ノ 1

25Y6/2

5Y5/1

25GY4 5/1

なし

ク

なし

lmttLあ り

″

なし

なし

//

素 沖 合 オ

12～ 16
18-2C

18

17

//

中

″

強

//

湿

//

//

//

″

+1
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ク

//

//

なし

//

派状あり

なし

注 :土壌類型 強グライ土壌粘土斑鉄型 ∞
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績成析分壌土表第

項 目

河た蟄

pH
T一 N 腐植 腎諸

NHヶN
CEC

置蝉    (me)

鍵
纏

S102

PzOa

H20 KCl Ca0 Mg0 K20

切土 田

％
２９
４５
■
７４

“
伺

一
一

″
６
１
３
３

‐６
６２
”
５８

π
３６
■
‐６
７４

”
２
５
９
１

‐４

９

２７

２２

７４２
が
２９３
拙

盛土 日
5 46
5 42
545

4 49
4 42
418

581
5 20
1 60

172
145

2 75
4 99
15 58

0 64
0 52
1 58

614
66 7
88 2

1,030
865
1,336

試験設計 :第 3表に示したが,窒素発現と珪カル,熔

燐の効果に重点をおき,追肥の効果も検討した。41年度

は工事遅れのため口植は 6月 9日 となった。

3試 験 結 果

1生  育
に,草  丈
第 1図に示したように,41年と42年の間に差がみられ

れ,41年では初llJから切土田が優り成熟期すで続いてい

る。窒素施用量について一般に窒素用量に応じた生育で

あるが,初期はど無窒素と窒素施用との間の差が小さく

かつ窒素施用区間の差も小さい。この傾向は両田とも同

様である。また珪カルの施用は切上日では生育を抑え

るが盛上ではむしろよくなる。42年では無窒素の生育は

41年と大差ないが,その他の区では盛土日が優る。両国

とも窒素施用により生育量の増大が特に顕著であるが,

施用量間では41年と同様大差がない。特徴的なのは盛土

日の後期生育の旺盛なことで,後期の窒素発現がうかが

われる。また珪カル,熔燐の効果は両日とも明らかであ

る。

●)茎数および穂数
41年度は工事遅れや均平の不十分があり,その影響が

方  法 (んθ/a)

ノ 鋒長

一
＋
Ｓｉ

¬恋
ィ́ z

第 1図 草 丈・得 長

初期生育に多少あらわれている。第 2図のように成熟期

の穂数では両日とも施肥窒素量に応じて多くなり,追 E巴

の影響も大きく,切土田では顕著な増加がみられ,盛土

口でも最も多い穂数を示している。42年では草丈と同様

な生育経過をとり分けつが著しい。茎数は施肥窒素量に

はぼ比例して盛土日が切土田に優る。珪カルの施用は初

験試表第

十
¨
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基 1巴

K20
*., tv 熔燐 備 考

切土田 盛土田 幼形期 穂揃期

1無 窒 素 区
2 窒 素 減 施 区
3 標 準 窒 素 区

4 追 肥 区 {:1:
5珪 カ ル 区
6 珪カル+熔舛区
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第 2図 茎 数・穂 数

期分けつをやや抑えるが,穂数を多くしている。熔燐併
用は珪カル単独より茎数を増すが,切土日では穂数まで

結びつかないのに対し,盛土田では穂数でも優 ってヽヽ

る。追肥区は穂数増加の面で効果が認められる。両国と

も無窒素と窒素施用区間の差が大きく,無窒素の生育が

41年に比べて劣ることは特に切土日において特徴的にみ

られる。

2収  量

表 収量,

第 4表に収量,籾わら比,玄米千粒重,穂揃期,成熟

期のわら窒素含有量を示した。わら重では41年度の切土

口についてみると無窒素と窒素施用区間の差は小さく,

10～ 15ん,/α で生育と比例している。42年では両国とも

無窒素と窒素施用区間の差ヵ25崎/α 内外と大きく,無

窒素区の生育が著しく不良なことが知られる。盛土日は

無窒素を除いた各区が切土田に優 り,珪カルと熔燐の併

用区が両日とも60切/Cに達した。

玄米重でも同様の傾向がみられ,41年では盛土田<切
土日,42年ではほぼ逆の関係がみられる。また無窒素

区では両日とも41年において標準窒素に比べてlo%内外

の減収を示したのに対し,42年では50%も の減収 とな

り,かつ無窒素区以外の各区は41年に比べて切土日で10
ん9/α 前後,盛土田で20んθ/α前後とそれぞれ大幅な増
収となった。追肥の効果は両年,両国とも4%の増収を
示し,珪カルの効果も明らかでないが,盛上国では 3～

7%の増収がみられ,さ らに熔燐とその側電効果でも7

～14%の増収を示し,特に低温年であった41年の盛上田
でその効果が大きいことが知られた。登熟歩合は,41年

は気象を反映して盛土日の登熟が36～60%台 と著しく劣

り,穂数減とともに収量低下の要因となった。42年にお
いても盛土日の登熟歩合がやや低いが41年ほとでなく,

穂数が優る結果盛土田が高収となった。特徴的なのは無

登熟歩合,茎葉N%等第

導iitr
切 土 田 盛 土 日

‐駆
窒
素

２勧
が減

３蒜
軽窒

４
追
肥
区

５
躯

カ
ル

６酢滅産

1

無区
窒
素

２輸
蒸減

３感駆窒

４
追
肥
区

５一駆カ
ル

十

わ ら 重
57 5
52 2
49 9
53 8
50 2
549
424
52 2
514
614 28 0 55 2 56 3 56 0 57 8 62 7

精 籾 /わ ら (比 ) 131
115
1 04
1 27
125
131
130
1 33
1 40
1 29
1 25
1 25 1 32 1 26 ■26 1 14 1 27 1.22

玄 米 重 0ノ α) ４‐２
“
２８
47 9
55 3
50 2
58 9
52 0
613
各
５６
”
６４

３８
”
37 9
62 2

40 1
616
42 9
63 9

指 数
“
９８

０４
“
107
103
114
107

登 熟 歩 合 (%) 83 4
92 6
77 0
84 9

68 4
85 0
56 7
75 7

67 6
93 2

５７

８２
58 4
814
36 4
73 8
55 6
80 0
60 0
77 0

玄 米 千 粒 重 (′ )
22 6
23 6
22 6
23 9
22 6
24 3
216
24 4
213
23 1
22 2
23 7
215
24 1
210
24 1
211
24 1
219
24 6
20 7
23 9
22 3
23 7

穂 揃 期 わ ら (%) 114
0 79
1 45
0 92
121
0 84
127
1 23
1 89
0 98
1 37
111
1 48
0 82
161
0 92
1 74
1 06
1 82
1 28
135
0 98
1 58
117

成 熟 期 わ ら(N%) 0 78
0 55
0 87
0 65
0 87
0 60
184
0 75
008
0 66
0 87
0 62
0 84
0 56
0 95
051
0 98
0 63
116
0 75
077
0 48
1 00
0 75
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NH`― N生成長       ●g/10。g
第 3図 切,感+における30℃風乾NH4-N
生成量と収量

窒素区で両国とも41年に比べて極端な減収となり特に切

土日で著しい。

玄米千粒重についても先にのべた登熱歩合と同様の傾

向がみられ,41年では盛上田で小さい傾向にあるが,42

年は逆に盛上田が大きい。

次に穂揃期,成熱期におけるわらの窒素濃度について

みると,41年では各時期とも盛土田が高濃度であり,42

年では穂揃期で高いが成熟期0ま大差がみられない。ま
た41年は各時期ともに42年に比べて著しく高濃度であ

り,もみの窒素含量についても同様な傾向であった。
このように盛土日は施用窒素量が切上日より少ないにも

かかわらず,初期より高含有率を示し,かつ後期まで維
持され特に41年の低温年においてこの傾向がはなはだし

いことから,低温年における吸収窒素の転流同化が不十

分なことが明らかで,盛土日の登熱歩合が著しく低いこ

とからもうかがわれる。盛土田における初期生育の促進

と切上回の後期凋落防止対策の重要性を示唆しているも

のと考察される。

3 切・盛上におl■る風乾±30・CNH4-N生成量
と収量

昭和34年の土地改良施行地区土壌調査成績や低位生産

地調査成績から,切,盛上における風乾±30℃ のNH←
N発生量と収量との関係を示したのが第 3図である。図
で明らかなように発生量 5彎以下は少なく,ほ とんとが

10～16″内外にあり,5″以下の大部分は切土田であ

る。もちろん作土処理工事がともなってもいるが,本県
の既存水日は概してグライ土壌が多くかつ下層上の腐植

含量が高く,切土日でも30・Cの無機化窒素量が20″内外
というのもみられるので,かなり低い値である。切上国
の収量は大体50ん9/α より低いものが多く,盛土田では
50切/α 以上のものが多い。

単純な算術平均によれば切土日の発生量は9″ ,その
収量は44切/α となり,盛上日では12呼 ,51た ,/Cであ
る。また発生量が15″内外を最高として収量はむしろ下

る傾向がみられるが, 5″以下の収量よりは高いようで

ある。切土日で15″以下でも高収を示す例もみられるの

に対し,盛土日では15呼をこえると低下の傾洵をみせ,
同一の発生量であっても,その総量や発現様相が異なる
ものとみられる。これらのことから切土日では20"をこ

えない範囲で多いほとよく,盛土田では10～15孵が最も
安定した収量が得られるものとみられる。特に切土日の

5″以下や盛土日の15″以上の上壌では,穂数減による
収量低下が大きく影響しているようである。

4.要   約

1 風乾生成量が 5″以下の切土田では明らかな収量
低下を招き,それは主として穂数の不足によることが大
きい。したがって作土処理は当然としてもなお基肥量は

30%増施するか,増施分を追肥として用いることであ
る。さらに珪カル,熔燐などの施用により,日植遅延や
低温障害なとを軽減することがある程度可能である。

2 盛土口で初年目特に初期生育が悪くかつ後期に窒
素発現があることなとから,日植遅れなど人為的なマイ
ナス要因を出来るだけさけ,健苗の早期田植,珪カル,

熔燐などの上壌改良資材の投入が有効で,基肥窒素量も

発生量15孵程度すでは調カルなどの施用で特に減肥する

必要がない。

3.圃場整備は,しばしば均平の不十分さがみられ ,
そのための出来むらや減収がみられるので,均平は十分
に行なう必要がある。

4 工事による透水性の不良は特に盛土田での窒素発
現をおくらすことから,グライ土壊などでは排水をはか

り,土壌の乾燥を促すことが必要である。

NH`― N生成量


